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【Tomato brown rugose fruit virus の多検体診断技術及び防除技術の開発】 

多検体診断技術について、具体的にはどのような方法が求められるか。また、同診断

技術について、本研究課題では開発するところまで実施すれば良いか、または製品化

するところまで求められるのか。 

トマト等の生産現場での実行性を踏まえると、RIPA 法やイムノクロマト法の開発を

目指す必要があると考えられる。また、これらに加え、輸入検査現場への適用を踏ま

えると、同時多検体処理に対応する必要があるため、ELISA 法の開発も目指す必要が

あると考えられる。検出感度等の比較を含め、最良の血清学的検出方法の開発をお願

いしたい。 

開発する診断技術について、本研究課題のなかで製品化することまでは想定してお

らず、現場に広く普及できるような検出技術を開発いただければよいと考えている。 

 

データベースの開発はどのようなものか。 

国立研究開発法人農業・食料産業技術総合研究機構において、重要有害動植物簡易

同定のための DNA バーコーディング等遺伝子情報に基づく検索システムのためのデー

タベースの構築が進められている。Tomato brown rugose fruit virus の検出・同定

技術や遺伝子情報、本ウイルスに感染した植物の病徴等について、本研究成果によっ

て得られる情報を本データベースに取り込むことを予定している。 


